
（別紙３）

～ 令和　６年　６月２８日

（対象者数） 　　　　２０名 （回答者数） 　　　　１６名

～ 令和　６年　６月２８日

（対象者数） 　　　　　５名 （回答者数）
　　　　　５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 専門職員の配置、専門支援の実施

2 日々のスタッフ間ミーティング、情報共有など

3
利用児童が自分自身のことを伝えられるような支援や、

お友達同士で理解し合える関係作りを行っている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用児童1人ひとりへの対応スキルを高められるよう、研修

や、日々のミーティングで職員間の話し合いの場を設けてい

る

2 保護者に意見を求め、実施していく

3

社会性を身に着ける為の支援の実施
設定活動（室内活動・外出活動）の工夫、児童1人ひとりへの

配慮をおこなっている

保護者へのサポート
学校や家庭への送迎の際、先生や保護者と連携を取り、家族支

援に繋げている

スタッフ研修の充実 利用者の状況を細かく把握し、個別の対応を行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

クールダウンや、プライベートルームの確保が難しい点 ワンフロアの為、一人で居られるスペースの確保が難しい

保護者同士で繋がる機会が少ない
イベントなどに保護者が参加出来たり、保護者同士が交流を持

てるような機会の計画と実施

令和　６年　６月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　６年　７月１５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　　放課後等デイサービス　ウィズ・ユー栗原

○保護者評価実施期間
令和　６年　６月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


